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著者は、山田盛太郎の『臼本資本主義分析』を戦前 マルクスの到達点として評価する一方で 文化やイデオロギーが社会統合において果たす役割を無視したことの弊害を指摘する 山田は日本農村の半封建的性格を指摘するのだが、そうした農村からの搾取を


















れることで、講座派による日本社会分析を乗り越え、新伝統主義のイデオロギーを明るみに出したのが近代主義である。著者は丸山に対して与えられてきた様々な批判を検討している。典型的な批判 、丸山がヨーロッパ近代 理想視してい というものである。これに対して筆者は、丸山自身が、自分はヨーロッパの思想に多くを負っているが、
それはヨーロッパの思想が人類共通の遺産だからなので


























近年の、例えばポスト・コロニアリズムといった視点からの研究成果が反映されていないことである。二つ白は、本書が「知識人いを対象としたことで、社会科学史 しては扱われなかった分野も多く、不十分なものになってしまった 当然、何らかの視点の眼定は必要だが、知識人を対象としてしまえば、個人としては有名でなくとも社会的には大きな機能を果 す官僚のような社会集団については、せいぜいネガとしてしか扱え くなってしま 。総力戦によって形成された戦後日本の社会システム 近代主義が共犯関係にあったと うような批判は荒唐無稽 ものであると思われるが、そうした批判に対して本書が有効な批判を提出できていないことの原因の一つは、こうした視点の欠如にある 思われる。とは え、このような形で非西洋世界における社会科学の歴史 コンパクト紹介がなされること 比較研究の偲進に貢献し、新たな視点からの社会科学 見直しに貢献することだろ 。
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